
 

［成果情報名］バレイショサイレージは搾乳牛用飼料として利用できる 

［要約］規格外バレイショ:脱脂米糠:糖蜜を原物比で 7:3:0.24 の割合で混合して調製した

サイレージの品質は良好で、これを搾乳牛用飼料に乾物中 2 割配合しても、生乳の風味と

生産性に負の影響はない。 
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［背景・ねらい］ 

飼料費の低減と地域資源の有効利用のため、県内で発生する規格外バレイショの飼

料化及び乳牛への給与技術を検討している。 

県内の酪農家では、経営内外で発生する規格外バレイショを乳牛の飼料として利用

したいというニーズがあるものの、過去に生のバレイショを搾乳牛に給与して生乳

風味に異常が発生し、出荷停止を受けたという事例があることから、乳牛への給与

を避けている現状にある。 

そこで、サイレージ化した規格外バレイショの搾乳牛への給与が、生乳風味および

生産性に及ぼす影響を検討する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．規格外バレイショと、脱脂米糠、糖蜜を原物比で 7:3:0.24 の割合で混合し、42 日間

密封貯蔵すると、pH が低く、酪酸が検出されない良質なサイレージができる(表１)。 

 

２．バレイショサイレージを乾物中 36%(乾物中 TDN73%、粗蛋白質 15%の飼料を設計する時

に配合可能な最大量)まで給与しても、生乳風味の評価は良～可の範囲であり、異常は認

められない(表２)。 

 

３．バレイショサイレージを乾物中 20%配合した飼料（表３）を搾乳牛に給与しても、

乾物摂取量、乳量の低下はなく、乳成分は乳質基準を満たし、飼料効率にも差は

認められない（表４）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．規格外バレイショをサイレージ化して搾乳牛用飼料として利用する場合に活用できる。 

 



 

［具体的データ］ 
表１ バレイショサイレージの貯蔵期間別 pH および 42 日目開封時の有機酸含量 

貯蔵期間 pH 乳酸(%) 酢酸(%) n-酪酸(%) 

7 日 4.77 - - - 

14 日 4.93 - - - 

21 日 4.47 - - - 

42 日 4.04±0.20 3.37±0.38 0.58±0.07 検出せず 

※バレイショサイレージの構成(原物比)…規格外バレイショ:脱脂米糠:糖蜜=7:3:0.24。 

※良質サイレージの評価基準:pH4.2 以下、酪酸 0.1%以下。 

 

 

表２ バレイショサイレージの給与割合と生乳風味の評価 

 給与前 1 期 2 期 3 期 4 期 

ﾊﾞﾚｲｼｮｻｲﾚｰｼﾞ給与割合(乾物%) 0% 9% 18% 27% 36% 

生乳風味評価 
搾乳当日 良 良～可 良 良 良～可 

搾乳翌日 可 良 良～可 良 良～可 

※試験にはﾎﾙｽﾀｲﾝ種牛 2頭を供した。 

※給与飼料は各期とも乾物中 TDN73%、粗蛋白質 15%に設計した。 

※試験は各期１週間で、各期末(7 日目夕･8 日目朝)の生乳を風味評価に供した。 

※評価は県酪連検査室の検査員 2名による、良、可、不可(風味異常･出荷不適)の 3段階評価で行った。 

※生乳の風味は保存時間の影響を受けるため、評価は搾乳当日と翌日の 2回行った。 

 

 

表３ 試験飼料の構成、成分および単価 

項目 試験区 対照区  項目 試験区 対照区 

飼料構成(乾物%)    飼料成分(設計値)   

 ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾍﾟﾚｯﾄ 0.0 11.6   水分(原物%) 28.7 28.7 

 ｴﾝ麦乾草 28.3 29.0   TDN(乾物%) 73.4 73.5 

 ﾄｳﾓﾛｺｼ 17.3 27.0   粗蛋白質(乾物%) 14.9 14.9 

 綿実 7.3 1.5  飼料単価(円/kg)   

 大豆粕 7.1 9.2   乾物単価 44.6 50.6 

 ｺｰﾝｸﾞﾙﾃﾝﾌｨｰﾄﾞ 4.6 5.0   TDN 単価 60.7 68.8 

 ﾋﾞｰﾄﾊﾟﾙﾌﾟ 15.3 16.7   粗蛋白質単価 299.4 338.7 

 ﾊﾞﾚｲｼｮｻｲﾚｰｼﾞ 20.1 0.0      

※飼料添加剤(ﾋﾞﾀﾐﾝ･ﾐﾈﾗﾙ類)を除く。 

※ﾊﾞﾚｲｼｮｻｲﾚｰｼﾞの飼料費は、ﾊﾞﾚｲｼｮを 0 円とし、材料費(脱脂米糠代、糖蜜代)のみを計上した。 

 

 

表４ バレイショサイレージの給与が生産性に及ぼす影響 

項目 試験区 対照区 P 値 

乾物摂取量 kg/日 23.9±1.2 22.2±1.5 0.04 * 

乳量 kg/日 27.6±5.6 26.2±5.6 0.03 * 

4%脂肪補正乳量 Kg/日 29.2±4.9 26.4±4.9 0.01 ** 

乳成分      

 乳脂肪率 % 4.45±0.57 4.12±0.50 0.02 * 

 乳蛋白質率 % 3.64±0.44 3.55±0.34 0.20  

 乳糖率 % 4.67±0.14 4.65±0.12 0.36  

 無脂乳固形分率 % 9.30±0.40 9.18±0.31 0.10  

 体細胞スコア 1)  2.0±1.1 1.8±0.9 0.50  

飼料効率 2)  1.22±0.21 1.20±0.23 0.46  

1)Log2(体細胞数/100)+3 

2)(4%脂肪補正乳量)/(乾物摂取量) 

*…5%水準で有意差あり **…1%水準で有意差あり 

※試験にはﾎﾙｽﾀｲﾝ種牛 6 頭を供した。 

※試験は 1 期 7 日間(予備飼育期間 4 日間、本試験期間 3 日間)の反転試験法で行った。 

※乳質基準:乳脂肪率 3.50%以上、無脂乳固形分率 8.30%以上、体細胞数 300 千個/mℓ未満(体細胞ｽｺｱ換算で 4 以下)。 
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